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以上のように， 1328イベントのミュー杭子包含反応を解析し， b-， c-クオークの生成断市槙の全ハド
ロン断1Hi積との比(R)及び.前後方荷電非対称度(AドJl)を測定し次の結果を得た。
Rbb = 0.130:t0.015(stat) :tO.008(syst)， Rce=O.331土O.043(slat)土O.046(syst)，




















ィットさせた。その結果. b-， c-クオークの生成断面積の全ハドロン断面積との比 (R，:Rr. )及び前
後方荷電非対称度 (AhA，)を求め次の値を得た。
R， =0. 130:!: O. 015 (s tat) :! O. 008(sys t)， R c.." O. 34:!: 0.043 (s ta t)土O.046(syst)
A， =-0.21士O.16(stat)士O.Ol(syst)，A，，= -O.16:!:0.14Cstat) :lO. 02(syst) 
これらの測定値を標準模型による予想値と比較すると.断面積は. b-， c-クオークとも良く一致して
いた。荷電非対称度についても2σ以内でー致していたO
以上のように.本論文は電子・陽電チ消滅によるか，c-クオーク対牛成反応の測定から様準理論を検
証したものであり，素粒子物理学に大きな寄与をなすものと考えられる。よって，博土(理学)の学位を
授与するに値するものと審査した。
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